
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電源装置の出力を交流に変換して高圧放電灯に供給するインバータと、
　該インバータの交流出力の半周期に同期して、周期５００μ秒以下のパルスを複数並べ
てなる駆動信号を出力する制御回路と、
　上記駆動信号に基づいてオン・オフを繰り返すスイッチング素子、該スイッチング素子
のオフ時に上記直流電源装置からの出力により充電され、上記スイッチング素子のオン時
に 充電された電圧を放電するコンデンサ、及び該コンデンサの充放電に基づいて周期５
００μ秒以下の高電圧パルスを複数発生し、これを上記インバータの交流出力に半周期毎
に重畳させるトランスを有する高電圧パルス発生回路とを備え、
　

ことを特徴
とする高圧放電灯点灯装置。
【請求項２】
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、

上記高電圧パルス発生回路は、さらに、上記直流電源装置と上記コンデンサとの間に挿
入されたインダクタンス、及び上記直流電源装置側にカソードを向けて上記インダクタン
スに並列に接続され、上記スイッチング素子のオフ時に上記インダクタンスに蓄えられた
エネルギーを上記直流電源装置の出力側に回生させるダイオードを有している

直流電源装置の出力を交流に変換して高圧放電灯に供給するインバータと、
上記直流電源装置の一部である昇圧回路及び限流回路にそれぞれ設けられたチョークコ

イルのうち何れか一方のチョークコイルのコア上に巻線を巻いて形成されたインダクタン
スと、



　

　

　

　
ことを特徴とす

圧放電灯点灯装置。
【請求項３】
　上記スイッチング素子に、上記 信号によりオン／オフ可能な自己消弧型のものを用
いたことを特徴とする請求項１ 載の高圧放電灯点灯装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、高圧放電灯を点灯する高圧放電灯点灯装置に関し、特に高圧放電灯を始動させ
るための高電圧パルス発生回路に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図７は例えば特開平５－２１１８１号公報に示された従来の放電灯点灯装置の回路構成図
である。図において、Ｅは第１の直流電源、Ｃ１、Ｃ２は第１の直流電源Ｅの両端に直列
に接続されたコンデンサ、Ｑ１、Ｑ２は第１の直流電源Ｅの両端に直列に接続されたスイ
ッチング素子（トランジスタ）、Ｄ１、Ｄ２は各スイッチング素子Ｑ１、Ｑ２にそれぞれ
並列に接続されたダイオード、ＤＬは高圧放電灯、ＰＴはパルストランスで、高圧放電灯
ＤＬ側に接続された巻線ｎ１とトライアック等のスイッチング素子Ｑ３側に接続された巻
線ｎ２とからなっている。その巻線ｎ１の巻き数は巻線ｎ２のＮ倍である。Ｃ３は高圧放
電灯ＤＬとパルストランスＰＴに並列に接続されたコンデンサ、Ｌ１はチョークコイル、
Ｃ４は第１の直流電源Ｅの両端に抵抗Ｒ１を介して接続されたコンデンサで、第２の直流
電源として用いられている。
【０００３】
このように構成された従来の放電灯点灯装置においては、第１の直流電源Ｅの電圧は抵抗
Ｒ１を介してコンデンサＣ４を充電し、この充電電圧が第１の直流電源Ｅの電圧と略等し
い値まで上昇したときスイッチング素子Ｑ３がオンして、コンデンサＣ４の電荷をパルス
トランスＰＴの巻線ｎ２に流す。
パルストランスＰＴの巻線ｎ１は上述したように巻線ｎ２のＮ倍の巻き数であるので、パ
ルストランスＰＴの巻線ｎ１には、コンデンサＣ４の充電電圧のＮ倍の高電圧パルスが発
生して、高圧放電灯ＤＬの絶縁破壊を行う。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記の従来の放電灯点灯装置には、次の問題点があった。
高電圧パルスの幅を広げれば、高圧放電灯ＤＬの始動性が良くなるが、高電圧パルスの幅
を広げる為には、コンデンサＣ４の容量を増し、パルストランスＰＴの巻線ｎ２の巻き数
を増やして、巻線ｎ２に電流が流れる時間を長くする必要がある。このため、始動性を向
上させようとすると、コンデンサＣ４およびパルストランスＰＴのサイズが大きくなり、
また、価格も高価なものになってしまう。
【０００５】
本発明は、上述のような課題を解決する為になされたものであり、高圧放電灯の始動性を
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該インダクタンスの両端間に接続されていると共に、カソードが上記昇圧回路又は限流
回路の出力の正極側に接続されたダイオードと、

上記インバータの交流出力の半周期に同期して、周期５００μ秒以下のパルスを複数並
べてなる駆動信号を出力する制御回路と、

上記駆動信号に基づいてオン・オフを繰り返すスイッチング素子、該スイッチング素子
のオフ時、上記インダクタンスに発生した電圧により充電され、上記スイッチング素子の
オン時に、充電された電圧を放電するコンデンサ、及び該コンデンサの充放電に基づいて
周期５００μ秒以下の高電圧パルスを複数発生し、これを上記インバータの交流出力に半
周期毎に重畳させるトランスを有する高電圧パルス発生回路とを備え、

上記ダイオードは、上記スイッチング素子のオフ時に、上記インダクタンスに蓄えられ
たエネルギーを上記昇圧回路又は限流回路の出力の正極側に回生させる る
高

駆動
又は２記



よくし、安価で小型で、寿命の長い高圧放電灯点灯装置を得ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１に係る高圧放電灯点灯装置は、直流電源装置の出力を交流に変換して
高圧放電灯に供給するインバータと、インバータの交流出力の半周期に同期して、周期５
００μ秒以下のパルスを複数並べてなる駆動信号を出力する制御回路と、駆動信号に基づ
いてオン・オフを繰り返すスイッチング素子、スイッチング素子のオフ時に直流電源装置
からの出力により充電され、スイッチング素子のオン時に 充電された電圧を放電するコ
ンデンサ、及びコンデンサの充放電に基づいて周期５００μ秒以下の高電圧パルスを複数
発生し、これをインバータの交流出力に半周期毎に重畳させるトランスを有する高電圧パ
ルス発生回路とを備え、

【０００７】
　本発明の請求項２に係る高圧放電灯点灯装置は、

【０００８】
　本発明の請求項３に係る高圧放電灯点灯装置は、

【００１２】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図１は本発明の実施の形態１に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図、図２は
高圧放電灯の始動時間特性図、図３は高電圧パルス発生回路の動作波形図である。
図１において、１は交流電源、２は交流電圧を全波整流するダイオードブリッジ、３はダ
イオードブリッジ２の出力電圧を高力率で直流電圧に変換するアクティブフィルタ、４は
高圧放電灯７の電力が一定になるように高圧放電灯７に流す電流を制御する限流回路、５
は限流回路４の出力の直流電圧を低周波の交流電圧に変換するインバータである。
６は高圧放電灯７を始動するための高電圧パルスを発生させる高電圧パルス発生回路で、
パルストランス６ｅ、外部制御信号によりオン／オフ可能な自己消弧型のＭＯＳ－ＦＥＴ
（スイッチング素子）６ｄ、アクティブフィルタ３の出力電圧がダイオード６ａと抵抗６
ｂを介して充電されるコンデンサ６ｃ、及びパルストランス６ｅに発生した高電圧パルス
がインバータ５に回り込まないようにブロックするコンデンサ６ｆから構成されている。
なお、自己消弧型のＭＯＳ－ＦＥＴを使用するのは、高電圧パルスの発生回数を多くでき
るからである。
【００１３】
１３は放電灯電圧検出回路１２で検出された放電灯電圧に基づいて高圧放電灯７に流す目
標電流を演算するとともに、アクティブフィルタ３、限流回路４、インバータ５及び高電
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高電圧パルス発生回路は、さらに、直流電源装置とコンデンサと
の間に挿入されたインダクタンス、及び直流電源装置側にカソードを向けてインダクタン
スに並列に接続され、スイッチング素子のオフ時にインダクタンスに蓄えられたエネルギ
ーを直流電源装置の出力側に回生させるダイオードを有している。

直流電源装置の出力を交流に変換して
高圧放電灯に供給するインバータと、直流電源装置の一部である昇圧回路及び限流回路に
それぞれ設けられたチョークコイルのうち何れか一方のチョークコイルのコア上に巻線を
巻いて形成されたインダクタンスと、インダクタンスの両端間に接続されていると共に、
カソードが昇圧回路又は限流回路の出力の正極側に接続されたダイオードと、インバータ
の交流出力の半周期に同期して、周期５００μ秒以下のパルスを複数並べてなる駆動信号
を出力する制御回路と、駆動信号に基づいてオン・オフを繰り返すスイッチング素子、ス
イッチング素子のオフ時、インダクタンスに発生した電圧により充電され、スイッチング
素子のオン時に、充電された電圧を放電するコンデンサ、及びコンデンサの充放電に基づ
いて周期５００μ秒以下の高電圧パルスを複数発生し、これをインバータの交流出力に半
周期毎に重畳させるトランスを有する高電圧パルス発生回路とを備え、ダイオードは、ス
イッチング素子のオフ時に、インダクタンスに蓄えられたエネルギーを昇圧回路又は限流
回路の出力の正極側に回生させる。

スイッチング素子に、駆動信号により
オン／オフ可能な自己消弧型のものを用いたものである。



圧パルス発生回路６をそれぞれ制御する制御回路である。
【００１４】
８は制御回路１３の電源を生成する制御電源回路、９はアクティブフィルタ出力電圧検出
回路、１２は前述した放電灯電圧検出回路、１０は放電灯電流検出抵抗１１にて検出され
た放電灯電流と制御回路１３から出力される目標電流とが一致するように制御する差動増
幅器である。
【００１５】
次に、図１により動作を説明する。交流電源１が投入されると、まず制御電源回路８が制
御電源を生成し、制御回路１３に印加する。この時、制御回路１３はアクティブフィルタ
３の動作を開始して、アクティブフィルタ３の出力電圧が予め定められた直流電圧になる
ように制御する。また、初期値の目標電流を差動増幅器１０に出力し、さらに、インバー
タ５の駆動を開始して高圧放電灯７の両端に交流電圧を印加させるとともに、高電圧パル
ス発生回路６を駆動させて高電圧パルスをその交流電圧に重畳させて高圧放電灯７に印加
し、高圧放電灯７の絶縁破壊を行う。
【００１６】
また、制御回路１３は、放電灯電流検出抵抗１１を通じて高圧放電灯７に流れる電流を検
出すると高圧放電灯７が点灯したと判断して、高電圧パルス発生回路６の動作を停止させ
る。電流が検出されない場合は、引き続き高電圧パルス発生回路６の駆動を行う。
【００１７】
高圧放電灯７の点灯後は、制御回路１３が予め定められた時間毎に放電灯電圧を放電灯電
圧検出回路１２から読み込み、放電灯電力が予め定められた電力となるように目標電流を
演算し、これを差動増幅器１０に出力する。差動増幅器１０は、制御回路１３からの目標
電流と放電灯電流検出抵抗１１が検出した放電灯電流とを比較し、放電灯電流が目標電流
と一致するように限流回路４を制御する。
【００１８】
次に、図１、図２及び図３により高電圧パルス発生回路の動作について更に詳しく説明す
る。
高圧放電灯７の始動時間は高圧放電灯７に印加する高電圧パルスの種類によって変わるの
で、そのパルス幅を変えていった場合のパルス幅と始動時間の相関、及周期（５００μ秒
以下）の非常に短い高電圧パルスのパルス数を変化させた場合のパルス数と始動時間の相
関を調べた。その結果は図２に示すようにパルス幅－始動時間特性（Ａ）では、高電圧パ
ルスのパルス幅を広くするに従って、交流電源投入から高圧放電灯７が点灯するまでの始
動時間が短くなり、また、パルス数－始動時間特性（Ｂ）では、パルス数が多くなるに従
って始動時間が短くなり、パルス幅－始動時間特性（Ａ）と同様の始動性となった。また
、図示してないがパルスの周期が５００μ秒を越えると高電圧パルスの発生数も少なくな
り、高圧放電灯７の始動性が悪くなった。
本実施の形態はこの特性に基づいてパルス数を多くして始動時間を短くするものである。
【００１９】
図３（ｃ）は制御回路１３から出力されたＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄの駆動信号の波形、図３（
ｄ）は高電圧パルス発生回路６のダイオード６ａと抵抗６ｂを介してコンデンサ６ｃに充
電される充電電圧の波形、図３（ｂ）はインバータ５から出力される低周波の交流電圧の
波形を示す。
上記駆動信号は、インバータ５から出力される低周波の交流電圧の半周期に例えば７個づ
つのパルスが繰り返し同期するパルス信号で、そのパルスの周期は５００μ秒以下となっ
ている。
【００２０】
高電圧パルス発生回路６の動作は、まず、ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄがオンされるとコンデンサ
６ｃに充電された電荷は、パルストランス６ｅを介してそのＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄに流れる
。パルストランス６ｅの高圧放電灯７側の巻線は、ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄ側の巻線のｎ倍の
巻数で構成されているため、コンデンサ６ｃの充電電圧のｎ倍の高電圧がパルストランス
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６ｅの高圧放電灯７側の巻線に発生し、これが高圧放電灯７に印加される。
【００２１】
制御回路１３から出力されたＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄの駆動信号は、前述したように、インバ
ータ５の低周波の交流電圧（図３（ｂ））の極性切り換えに同期して、半周期に周期５０
０μ秒以下のパルスを７回繰り返すので、高圧放電灯７には、図３（ａ）に示すように低
周波の交流電圧の半周期の間にパルス周期が５００μ秒以下の高電圧パルスが７個発生し
てその低周波の交流電圧に重畳し、高圧放電灯７に印加される。この高電圧パルスの印加
により、高圧放電灯７の絶縁破壊が行われて高圧放電灯７に電流が流れ始めると、高圧放
電灯７が点灯する。
【００２２】
以上のように、インバータ５の低周波の交流電圧の半周期に同期して、ＭＯＳ－ＦＥＴ６
ｄを５００μ秒以下の周期でオン・オフしてコンデンサ６ｃの充放電を繰り返し、その周
期でパルストランス６ｅに高電圧パルスを発生させるようにしたので、コンデンサ６ｃの
容量を大きくする必要がなくなり、また、パルストランス６ｅの巻数を増やす必要がなく
なり、このため、小型で安価で、しかも、高圧放電灯７の始動性がよくなるという効果が
ある。
【００２３】
実施の形態２．
実施の形態１では交流電圧の半周期にパルス周期が５００μ秒以下の高電圧パルスを複数
発生させているが、パルス数を増加させてゆくと始動時間も短くなるが、短時間に多くの
高電圧パルスを高圧放電灯７に印加すると、高圧放電灯７の電極が摩耗し、寿命が短くな
る恐れがある。
そこで、実施の形態２では電極の摩耗を最小限に抑え、高圧放電灯７の寿命を損なうこと
がないように、一定の時間毎に高電圧パルスの発生数を増加させてゆくものである。
図４は本発明の実施の形態２の動作を説明する説明図である。また、高圧放電灯点灯装置
の構成については、実施の形態１で示した図１と同じなので説明を省略し、高電圧パルス
発生回路の動作について図４により説明する。
【００２４】
図４に示すように、制御回路１３から出力されるＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄの駆動信号により、
最初の１０秒間はインバータ５の出力の交流電圧の半周期毎に１発の高電圧パルスを発生
させる。この間に、制御回路１３が放電灯電流検出抵抗１１に電流が流れ始めたことを検
出すれば高圧放電灯７が点灯したと判断して、高電圧パルス発生回路６を停止させる。電
流が検出されない場合は、次の１０秒間は前記交流電圧の半周期毎に３発の高電圧パルス
を発生させる。この間でも、高圧放電灯７が点灯しない場合は、さらに１０秒の間、前記
交流電圧の半周期毎に５発というように、高電圧パルスの発生数を増加させてゆく。そし
て、高圧放電灯７の絶縁破壊が行われて高圧放電灯７に電流が流れ始めると、高圧放電灯
７が点灯する。
【００２５】
以上のように、始動時間とともに高圧放電灯７に印加する高電圧パルスの数を増加させる
ようにしたので、電極の摩耗が最小限に抑えられ、高圧放電灯７の寿命を損なうことがな
いという効果がある。
【００２６】
実施の形態３．
図５は本発明の実施の形態３に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図であり、
なお、図１で説明した実施の形態１と同一又は相当部分には同じ符号を付し説明を省略す
る。
本実施の形態においては、実施の形態１の高電圧パルス発生回路６に設けられた抵抗６ｂ
に代えてインダクタンス６ｇを挿入し、ダイオード６ａをそのインダクタンス６ｇに並列
に接続した高電圧パルス発生回路６を備えたものである。そのコンデンサ６ｃには、限流
回路４の出力電圧がインダクタンス６ｇを介して印加（充電）されるようになっている。
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【００２７】
上記ダイオード６ａは、ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄのオフ時、インダクタンス６ｇに蓄えられた
エネルギーを限流回路４側へ回生させるためのものであり、これは、上記エネルギーによ
ってコンデンサ６ｃの充電電圧が限流回路４の出力電圧以上にならないようにするためで
ある。また、上記ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄをオン・オフする駆動信号は、実施の形態１と同様
にインバータ５から出力される低周波の交流電圧の半周期に７個づつのパルスが繰り返し
同期するパルス信号で、パルスの周期は５００μ秒以下となっている。
【００２８】
上記のように構成された高圧放電灯点灯装置においては、高電圧パルス発生回路６のコン
デンサ６ｃが限流回路４の出力電圧によって充電され、高電圧パルス発生回路６のＭＯＳ
－ＦＥＴ６ｄが制御回路１３からの駆動信号に基づいてオン・オフを繰り返し、コンデン
サ６ｃを充放電させる。ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄがオンしたときは充電された電荷がパルスト
ランス６ｅを介してそのＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄに流れ、ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄがオフしたとき
はコンデンサ６ｃが充電される。この繰り返しにより、パルストランス６ｅの高圧放電灯
７側の巻線には、前述したようにコンデンサ６ｃの充電電圧のｎ倍の高電圧パルスが発生
し、インバータ５の低周波の交流電圧に重畳して高圧放電灯７に印加する。そして、その
低周波の交流電圧に重畳した高電圧パルスにより高圧放電灯７の絶縁破壊が行われて電流
が流れ始めると、高圧放電灯７が点灯する。
【００２９】
以上のように、パルストランス６ｅに発生させる高電圧パルスの周期を５００μ以下とし
、しかも、一つ一つのパルス幅を狭くしているので、コンデンサ６ｃの容量を大きくする
必要がなくなり、パルストランス６ｅの巻数を増やす必要もなくなり、このため、小型で
安価で、高圧放電灯７の始動性が向上するという効果がある。
【００３０】
また、コンデンサ６ｃを充電する際、発熱の少ないインダクタンス６ｇを介して行うよう
にしたので、発熱の大きい抵抗６ｂを用いた実施の形態１と比べ高電圧パルス発生回路６
をさらに小型にできるという効果がある。
【００３１】
また、コンデンサ６ｃを充電する際にインダクタンス６ｇに蓄えられたエネルギーを、Ｍ
ＯＳ－ＦＥＴ６ｄのオフ時にダイオード６ａを介して限流回路４側に回生させるようにし
たので、コンデンサ６ｃとＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄに耐圧の高い部品を使用しなくても済むと
いう効果がある。
【００３２】
実施の形態４．
本実施の形態は、図５に示す高圧放電灯点灯装置において、実施の形態２と同じようにパ
ルストランス６ｅに発生させる高電圧パルスの数を一定時間毎に増加させるようにしたも
のである。
図４に示すように、制御回路１３から出力されるＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄの駆動信号により、
最初の１０秒間はインバータ５の出力の交流電圧の半周期毎に１発の高電圧パルスを発生
させる。この間に、制御回路１３が放電灯電流検出抵抗１１に電流が流れ始めたことを検
出すれば高圧放電灯７が点灯したと判断して、高電圧パルス発生回路６を停止させる。電
流が検出されない場合は、次の１０秒間は前記交流電圧の半周期毎に３発の高電圧パルス
を発生させる。この間でも、高圧放電灯７が点灯しない場合は、さらに１０秒の間、前記
交流電圧の半周期毎に５発というように、高電圧パルスの発生数を増加させてゆく。そし
て、高圧放電灯７の絶縁破壊が行われて高圧放電灯７に電流が流れ始めると、高圧放電灯
７が点灯する。
【００３３】
以上のように、始動時間とともに高圧放電灯７に印加する高電圧パルスの数を増加させる
ので、電極の摩耗が最小限に抑えられ、高圧放電灯７の寿命を損なうことがない。
【００３４】
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また、実施の形態３と同様にコンデンサ６ｃを充電する際、発熱の少ないインダクタンス
６ｇを介して行うようにしたので、発熱の大きい抵抗６ｂを用いた実施の形態１と比べ高
電圧パルス発生回路６をさらに小型にできるという効果がある。
【００３５】
また、コンデンサ６ｃを充電する際にインダクタンス６ｇに蓄えられたエネルギーを、Ｍ
ＯＳ－ＦＥＴ６ｄのオフ時にダイオード６ａを介して限流回路４側に回生させるようにし
たので、コンデンサ６ｃとＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄに耐圧の高い部品を使用しなくても済むと
いう効果がある。
【００３６】
実施の形態５．
図６は本発明の実施の形態５に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図であり、
なお、図１で説明した実施の形態１と同一又は相当部分には同じ符号を付し説明を省略す
る。
本実施の形態においては、限流回路４に設けられたチョークコイル４ｂのコア上に２次巻
線を設けてインダクタンス６ｇを形成し、このインダクタンス６ｇに発生する電圧を高電
圧パルス発生回路６のコンデンサ６ｃに充電するようにしたものである。また、前記イン
ダクタンス６ｇの両端間にはダイオード６ａが設けられており、これは、上述したように
ＭＯＳ－ＦＥＴ６ｄのオフ時、インダクタンス６ｇに蓄えられたエネルギーを限流回路４
の出力側へ回生させるためのものである。
【００３７】
このように、コンデンサ６ｃの充電用としてのインダクタンス６ｇを限流回路４のチョー
クコイル４ｂと一体に形成したので、高電圧パルス発生回路６をさらに小さくできるとい
う効果がある。
【００３８】
実施の形態６．
本実施の形態は、図示していないがアクティブフィルタ３に設けられたチョークコイルの
コア上に２次巻線を設けてインダクタンス６ｇを形成し、このインダクタンス６ｇに発生
する電圧を高電圧パルス発生回路６のコンデンサ６ｃに充電するようにしたものである。
また、この場合もインダクタンス６ｇの両端間にはダイオード６ａが設けられている。
【００３９】
このように、コンデンサ６ｃの充電用としてのインダクタンス６ｇをアクティブフィルタ
３のチョークコイルと一体に形成したので、高電圧パルス発生回路６をさらに小さくでき
るという効果がある。
【００４０】
実施の形態７．
本実施の形態は、図示していないが高電圧パルス発生回路６のパルストランス６ｅのコア
上に巻線を設けてインダクタンス６ｇを形成し、このインダクタンス６ｇに発生する電圧
をコンデンサ６ｃに充電するようにしたものである。また、この場合もインダクタンス６
ｇの両端間にはダイオード６ａが設けられている。
【００４１】
このように、コンデンサ６ｃの充電用としてのインダクタンス６ｇを高電圧パルス発生回
路６のパルストランス６ｅと一体に形成したので、高電圧パルス発生回路６をさらに小さ
くできるという効果がある。
【００４２】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１の発明によれば、インバータの交流出力の半周期に同期
して、スイッチング を５００μ秒以下の周期でオン・オフしてコンデンサの充放電を
繰り返し、その周期でトランスに高電圧パルスを発生させるようにしたので、コンデンサ
の容量を大きくする必要がなくなり、また、トランスの巻数を増やす必要がなくなり、こ
のため、小型で安価で、しかも、高圧放電灯の始動性がよくなるという効果がある。
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素子



　

【００４３】
　本発明の請求項２の発明によれば、

という効果がある。
【００４４】
　本発明の請求項３の発明によれば、

という効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図２】　高圧放電灯の始動時間特性図である。
【図３】　高電圧パルス発生回路の動作波形図である。
【図４】　本発明の実施の形態２の動作を説明する説明図である。
【図５】　本発明の実施の形態３に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図６】　本発明の実施の形態５に係る高圧放電灯点灯装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図７】　従来の放電灯点灯装置の回路構成図である。
【符号の説明】
１　交流電源、２　ダイオードブリッジ、３　アクティブフィルタ、４　限流回路、５　
インバータ、６　高電圧パルス発生回路、７　高圧放電灯、８　制御電源回路、９　アク
ティブフィルタ出力電圧検出回路、１０　差動増幅器、
１１　放電灯電流検出抵抗、１２　放電灯電圧検出回路、１３　制御回路。
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また、スイッチング素子のオフ時に直流電源装置の出力をインダクタンスを介してコン
デンサに充電するようにしたので、インダクタンスからの発熱が少なくて済み、そのため
、高電圧パルス発生回路をさらに小型にでき、さらに、インダクタンスに蓄えられたエネ
ルギーをダイオードを介して直流電源装置の出力側に回生させるようにしたので、コンデ
ンサとスイッチング素子に耐圧の高い部品を使用しなくても済むという効果がある。

直流電源装置の一部である昇圧回路及び限流回路に
それぞれ設けられたチョークコイルのうち何れか一方のチョークコイルのコア上に巻線を
巻いて形成されるインダクタンスを高電圧パルス発生回路のコンデンサの充電用として用
いたので、高電圧パルス発生回路をさらに小型にでき、また、インダクタンスに蓄えられ
たエネルギーを昇圧回路又は限流回路の出力の正極側に回生させるようにそのインダクタ
ンスの両端間にダイオードを設けているので、コンデンサとスイッチング素子に耐圧の高
い部品を使用しなくても済む

スイッチング素子に自己消弧型のものを用いている
ので、高電圧パルスの発生回数を多くでき、高圧放電灯の始動性をよりよくし、安価で小
型できる



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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